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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】安価に実施可能であり、ガラス製リサイクル瓶
使用後に簡単に剥がすことができるリサイクル瓶用ラベ
ルを提供する。
【解決手段】表面に適宜表示を施したラベル基材２の裏
面の全面に接着剤層３を備え、該接着剤層３の表面を剥
離紙４にて被覆し、該剥離紙４を剥がすことによって裏
面に露出した接着剤層３により、前記ラベル基材２をリ
サイクル瓶の表面に貼着するリサイクル瓶用ラベル１に
おいて、前記剥離紙４に該剥離紙４の中央側残置部４ａ
と周縁側剥離部４ｂとに切り離した背割り線５を備え、
前記剥離紙４の背割り線５よりラベル基材２外縁側の周
縁側剥離部４ｂを剥離することによって、前記ラベル基
材２の縁部裏面のみの接着剤層３を露出可能にした。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　表面に適宜表示施したラベル基材の裏面の全面に接着剤層を備え、該接着剤層の表面を
剥離紙にて被覆し、該剥離紙を剥がすことによって裏面に露出した接着剤層により、前記
ラベル基材をリサイクル瓶の表面に貼着するリサイクル瓶用ラベルにおいて、
　前記剥離紙に該剥離紙の中央側残置部と周縁側剥離部とに切り離した背割り線を備え、
前記剥離紙の背割り線よりラベル基材外縁側の周縁側剥離部を剥離することによって、前
記ラベル基材の縁部裏面のみの接着剤層を露出可能にしたことを特徴としてなるリサイク
ル瓶用ラベル。
【請求項２】
　前記背割り線は、ラベル基材の上縁部裏面及び両側縁部裏面に沿ってコ字状配置に形成
し、前記周縁剥離部が、ラベル基材の裏面の下縁を除く左右両縁及び上縁に跨って連続し
たコ字状に形成されている請求項１に記載のリサイクル用ラベル。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、主にリサイクルされるガラス瓶に貼着して使用するラベルであって、貼着し
た瓶から容易に剥離可能なリサイクル瓶用ラベルに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ガラス瓶に貼着されるラベルは、必要な表示を施したラベル基材の裏面に接着剤
層を有し、その接着剤層の表面を剥離紙で覆っておき、ラベルを貼り付ける際には剥離紙
を剥がして接着剤層の表面を露出させた後に、ガラス瓶に貼着している。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　近年、リサイクル志向の高まりとともに、ガラス瓶の再利用が求められている。
【０００４】
　ガラス瓶のリサイクル方法として、洗浄し再び使用するリターナブル瓶と、砕いてカレ
ット（ガラス原料）にし、再び瓶に形成するワンウェイ瓶がある。
【０００５】
　どちらのリサイクル方法に於いても、使用済みガラス瓶に貼着されたラベルを剥がすこ
とが必要となっている。
【０００６】
　しかし、上述の如き従来の技術では、使用済みガラス瓶からラベルを剥がす際に、ラベ
ル裏面全面が貼着られていることで剥がし難く、ガラス瓶にラベルが残ってしまうという
問題があった。
【０００７】
　そこで本考案は、上述の従来技術の問題を鑑み、安価に実施可能であり、ガラス製リサ
イクル瓶使用後に簡単に剥がすことができるリサイクル瓶用ラベルの提供を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述の如き従来の問題を解決し、所期の目的を達成するための請求項１に記載の考案の
特徴は、表面に適宜表示施したラベル基材の裏面の全面に接着剤層を備え、該接着剤層の
表面を剥離紙にて被覆し、該剥離紙を剥がすことによって裏面に露出した接着剤層により
、前記ラベル基材をリサイクル瓶の表面に貼着するリサイクル瓶用ラベルにおいて、前記
剥離紙に該剥離紙の中央側残置部と周縁側剥離部とに切り離した背割り線を備え、前記剥
離紙の背割り線よりラベル基材外縁側の周縁側剥離部を剥離することによって、前記ラベ
ル基材の縁部裏面のみの接着剤層を露出可能にしたことにある。
【０００９】
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　請求項２に記載の考案は、請求項１の構成に加え、前記背割り線は、ラベル基材の上縁
部裏面及び両側縁部裏面に沿ってコ字状配置に形成し、前記周縁剥離部が、ラベル基材の
裏面の下縁を除く左右両縁及び上縁に跨って連続したコ字状に形成されていることにある
。
【考案の効果】
【００１０】
　　本考案に係るリサイクル瓶用ラベルは、ラベル基材裏面の接着剤層を覆う剥離紙に、
該剥離紙の中央側残置部と周縁側剥離部とに切り離した背割り線を備え、前記剥離紙の背
割り線よりラベル基材外縁側の周縁側剥離部を剥離することによって、前記ラベル基材の
縁部裏面のみの接着剤層を露出可能にしたことにより、ガラス瓶に貼着させると貼着面が
ラベル縁側のみとなることにより貼着面が少なく、全体の接着力が弱いために剥がし易い
。更に従来使用されている剥離紙付ラベルの剥離紙に背割り線を加えるのみであることか
ら、安価で実施が可能である。
【００１１】
　また、前記背割り線は、ラベル基材の上縁部裏面及び両側縁部裏面に沿ってコ字状配置
に形成し、前記周縁剥離部が、ラベル基材の裏面の下縁を除く左右両縁及び上縁に跨って
連続したコ字状に形成されていることにより、ラベルを剥がす際はラベルの貼着されてい
ない下縁部からラベル裏面に指等を入れることができ、剥離作業が容易である。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１２】
　次に本考案に係るリサイクル瓶用ラベルの実施の形態を図１～図４に基づいて説明する
。
【００１３】
　図１、図２は、本考案に係るリサイクル瓶用ラベルの一例を示し、図中符号１はリサイ
クル瓶用ラベルである。
【００１４】
　リサイクル瓶用ラベル１は、表面に適宜表示施したラベル基材２と、ラベル基材２の裏
面の全面に接着剤層３を備え、接着剤層３の表面を剥離紙４にて被覆しており、剥離紙４
を剥がすことによって裏面に接着剤層３が露出し、ラベル基材２をリサイクル瓶Ａの表面
に貼着することができる構造になっている。
【００１５】
　剥離紙４は、一方の端から始まり同一方の端で終わるようラベル基材２の上縁部裏面及
び両側縁部裏面に沿ってコ字状配置に形成された背割り線５を有しており、背割り線５に
よって中央側残置部４ａと周縁側剥離部４ｂとに切り離されている。
【００１６】
　背割り線５は、リサイクル瓶用ラベル１の裏面からラベル基材２を残して剥離紙４に入
れられた切込である。
【００１７】
　周縁側剥離部４ｂは、背割り線５によって剥離紙４の下縁を除く、左右両縁及び上縁に
跨って連続したコ字状に形成されており、周縁側剥離部４ｂを剥離することによって、ラ
ベル基材２の下縁部２ａを除く縁部の裏面のみの接着剤層３を露出可能になっている。
【００１８】
　次に、このリサイクル瓶用ラベル１の貼着方法及び、剥がし方について説明する。
【００１９】
　リサイクル瓶用ラベル１裏面の剥離紙４の周縁側剥離部４ｂのみを背割り線５より剥離
させ、ラベル基材２の下縁部２ａを除く縁部の裏面のみの接着剤層３を露出させる。剥離
紙４の中央側残置部４ａを残したままの状態で、図３に示すようにリサイクル瓶Ａの所定
に位置に貼着する。
【００２０】
　剥離紙４の中央側残置部４ａを残したままの状態であっても、ラベル基材２の下縁部２
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ａを除く縁部が貼着していることから、外見は裏面全面を貼着する従来のラベルと比べて
も遜色ない状態で貼着可能である。
【００２１】
　使用済みリサイクル瓶Ａからリサイクル瓶用ラベル１を剥がす際は、貼着されていない
ラベル基材２の下縁部２ａの裏面、即ち中央側残置部４ａの下側から指等を挿入し、引き
剥がす。リサイクル瓶用ラベル１の裏面に指等を挿入できることで剥がし取る作業が容易
であり、貼着面もラベル基材２の下縁部２ａを除く縁部裏面のみと少なく、全体の接着力
が弱いために剥がし易くなっている。
【００２２】
　また、上述の実施例では、貼着されていないラベル基材２の縁部を下縁部としたが、リ
サイクル瓶用ラベル１の裏面に指等を挿入することができればよく、貼着方向は適宜変更
してよい。
【００２３】
　尚、上述の実施例では、リサイクル瓶用ラベル１が長方形形状をしている例について説
明したが、図４（ａ）、（ｂ）に示すように剥離紙４に、背割り線５で切断された中央側
残置部４ａと周縁側剥離部４ｂとを備えていればラベル形状はどんな形でもよい。図４（
ａ）、（ｂ）は、上述の実施例と同様の部分には同一符号を付している。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】本考案に係るリサイクル瓶用ラベルの裏面を示す斜視図である。
【図２】図１中のリサイクル瓶用ラベルを示す断面図である。
【図３】図１中のリサイクル瓶用ラベルの貼着状態を示す正面図である。
【図４】本考案に係るリサイクル瓶用ラベルの他の一例を示す正面図である。
【符号の説明】
【００２５】
　Ａ　リサイクル瓶
　１　リサイクル瓶用ラベル
　２　ラベル基材
　２ａ　下縁部
　３　接着剤層
　４　剥離紙
　４ａ　中央側残置部
　４ｂ　周縁側剥離部
　５　背割り溝
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